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「第２回 市民と議会の対話集会」 報告書 

【第１班 竜王地区】 

開 催 日 時 平成２５年１１月５日（火）午後７時１分～８時５８分 

会 場 竜王北部公民館 ３階 第２研修室 

参 加 者 数 合計 ５７ 人 （ 男 ４０ 人 ・ 女 ９ 人 ・ 議員 ８ 人 ） 

役 割 分 担 

班 長 名取 國士 議員 チ ラ シ 係 樋泉 明広 議員 

受 付 係 山本今朝雄 議員 
記 録 係 

米山  昇 議員 

司会進行係 内藤 久歳 議員 藤田  悟 議員 

説 明 係 清水 正二 議員 議 長 藤原 正夫 議長 

次     第 

1 開 会    （司会） 5 議会からの報告（説明係） 

2 班長あいさつ （班長） 6 意見交換 

3 議長あいさつ （議長） 7 その他 

4 担当議員紹介 （自己紹介） 8 閉 会    （班長） 

質 疑 応 答（ 要 約 ） 

№ 市民の質問・意見・要望・提言 

区分 

発言要旨 

議会の対応 

1 

昨年度も提言したが、議員活動の見

える化についてはどうなっているの

か。 

先進事例等を含めて検討中である。 

2 

二元代表制では議会も政策立案す

べきだが、見解は。 

議会改革委員会で検討中である。執行側と

議会とでは役割が違い、政策提言してもなか

なか可能とならない。 

3 
議員も市長と対等で活動できるよ

う勉強すべきではないか。 

市長とは立場上の違いもあるので、ご理解

願いたい。 

4 

市総合計画達成に向かってどのよ

うに検討しているのか。 

各常任委員会で検討している。また、代表

質問や一般質問により、質問や提案もしてい

る。 

5 

今年は研修の報告がない。議員も各

種審議会の委員となって意見を言う

べきではないか。 

研修は２年に１度である。会派で研修して

いるものは、ホームページで報告する。 

6 

竜王駅が暗い。駅の名前の看板を大

きく出すべきでは。駅の活性化はどの

ように考えているのか。 

青いＬＥＤなので暗く感じる。設計者の考

えも聞かなければ変更できない。看板につい

ては各方面へ要望する。また、竜王駅の活性

化については、議員も質問している。 
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7 

竜王駅を活用したまちの活性化に

ついて、アイデアをコンテストしたら

どうか。議会がリードしてもらいた

い。 

要望として承る。 

8 

活性化は人なので、退職者等の人材

を活用する人材バンクを作ったらど

うか。議会が主体となって欲しい。 

要望として承る。 

9 

地元活動を活発にするため、住民の

意見を吸い上げて欲しい。また、そう

したシステムを作るべきでは。 

地域の課題を市政に届けるように心がけ

ている。そうした活動を今後広げていきた

い。 

10 

本日障がい者が少ないのはどうし

てか。障がい者が参加できるまちづく

りが進めば、まちは活性化する。 

聴覚障害者だけではなく、多くの障がい者

が参加できるよう取り組んでいく。 

11 
住みよさ自治体ランキング、甲斐市

は何番か。 

詳しく分からないので、確認して報告す

る。 

12 

赤坂の土壌はサツマイモ栽培には

不向きだと思うが、議会として検討し

たのか。 

 耕作放棄地対策として行っており、土壌改

良して耕作している。 

13 

議場を活用したらどうか。こうした

会議にも使ったらどうか。 

小学生議会で使用した例がある。議場は議

決をする場所であって聖地と考えている。議

場は少人数しか入れない。 

 特記事項 

未回答 事項 

①住みよさ自治体ランキングを確認する。 

【甲斐市は７９０都市中２４８位（都市データパック 2013 年版、東洋経済公表）】 

 

調査・検討 事項 

①市民に対して議会活動を分かりやすく周知する方法について検討する。 
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「第２回 市民と議会の対話集会」 報告書 

【第２班 敷島地区】 

開 催 日 時 平成２５年１１月７日（木）午後７時２分～８時３６分 

会 場 敷島総合文化会館 １階 視聴覚ホール 

 参 加 者 数 合計 ５３ 人 （ 男 ３２ 人 ・ 女 ９ 人 ・ 議員 １２ 人 ） 

役 割 分 担 

班 長 小浦 宗光 議員 チ ラ シ 係 斉藤 芳夫 議員 

受 付 係 山本 英俊 議員 
記 録 係 

猪股 尚彦 議員 

司会進行係 河野 勝彦 議員 小澤 重則 議員 

説 明 係 池神 哲子 議員 議 長 藤原 正夫 議長 

次     第 

1 開 会    （司会） 5 議会からの報告（説明係） 

2 班長あいさつ （班長） 6 意見交換 

3 議長あいさつ （議長） 7 その他 

4 担当議員紹介 （自己紹介） 8 閉 会    （班長） 

質 疑 応 答（ 要 約 ） 

№ 市民の質問・意見・要望・提言 

区分 

発言要旨 

議会の対応 

1 

安心安全のため、公民館の耐震化

についてどう考えるか。 

耐震工事の二分の一の補助の増額

あるいは、耐震補強の検査費の補助

について検討願う。 

昭和 56 年以前の公民館（50 カ所）の耐震

化については、市の補助金を活用して随時、

進めていく。また、耐震化については、満額

補助ではないため、自治会での積み立ても必

要となり、意見集約が無い限り、難しい面も

ある。 

2 

浜岡原発の事故、危険性、廃炉、

恒久停止についてどう考えるか。 

廃炉に反対ではなく進めていかなければ

ならないと思う。ただし、核廃棄物を持込む

場所が難点である。浜岡だけでなく、全国的

に原発を無くす考え方も大事である。 

3 

消費税増税、大企業からの税収減

少を受けて、市の財政はどうなるの

か。 

ルネサスの税収減少、人口減少を受けて、

地域活性化をするうえで、ある程度若い人た

ちが住んでくれるよう行政が政策を打って

いかなければならない。また、どういう予算

配分をするのか、これから詰めていかなけれ

ばならないと思う。 

4 

敷島北部の耕作放棄地を活用し

て、企業や旅行会社などに貸して、

６次産業化できないか。 

また、クラインガルテンを核とし

て、活性化ができないか。 

過疎化は全国的な流れで、農業人口の増加

などが無ければ、解消するのは難しい点。ク

ラインガルテンや赤坂とまとなど行ってい

るが、全体の耕作放棄地の解消には至らな

い。現時点ではなかなか名案はなく、市民と

共に考えていきたい。 
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5 

耕作放棄地を農家だけでなく、都

市住民や企業などを含めて取り組ん

でいくことが必要である。国の動き

だけでなく、市議会でも検討して頂

きたい。 

意見も参考にしながら議会でも議論をし

ていきたい。 

6 

北部環状線を将来的にどうやって

活性化につなげるのか。また、プロ

ジェクトを議会で立ち上げるのはど

うか。 

県から市に具体的な説明がない。将来的な

展望やどういう取り組みをするか考えてい

かなければならない。 

7 

地元を活気づけるため、クィーン

ビーズのようなチームを応援できな

いか。 

クィーンビーズは、各議員が会員になって

いるが、存続に積極的ではなかったという事

は反省している。今後立て直しが図られれ

ば、応援協力していく。 

 特記事項 

未回答 事項 

なし 

 

調査・検討 事項 

①公民館の耐震化補助について、検査費も補助対象にできるか検討する。 

②クラインガルテンを核とした活性化について、先進地事例を参考に検討する。 
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「第２回 市民と議会の対話集会」 報告書 

【第３班 双葉地区】 

開 催 日 時 平成２５年１１月８日（金）午後７時２分～８時４９分 

会 場 双葉ふれあい文化館 ２階 視聴覚室 

参 加 者 数 合計 ３０ 人 （ 男 ２１ 人 ・ 女 ４ 人 ・ 議員 ５ 人 ） 

役 割 分 担 

班 長 保坂 芳子 議員 チ ラ シ 係 長谷部 集 議員 

受 付 係 坂本 一之 議員 
記 録 係 

有泉庸一郎 議員 

司会進行係 松井  豊 議員 八代 静枝 議員 

説 明 係 三浦 進吾 議員 議 長 藤原 正夫 議長 

次     第 

1 開 会    （司会） 5 議会からの報告（説明係） 

2 班長あいさつ （班長） 6 意見交換 

3 議長あいさつ （議長） 7 その他 

4 担当議員紹介 （自己紹介） 8 閉 会    （班長） 

質 疑 応 答（ 要 約 ） 

№ 市民の質問・意見・要望・提言 

区分 

発言要旨 

議会の対応 

1 

 環状道路について伺う。       北部区間、東部区間は平成 25 年３月７日

に都市計画決定され、平成 26 年度事業化に

向け取り組んでいる。都市計画はされたが時

間はかかると思われる。 

2 
 耕作放棄地を市民農園として活用

すれば、活性化になるのでは。 

市内に市民農園を設置しており、組織化が

必要と思うので、参考に努力していく。 

3 
 赤坂トマトは、採算を考えて行動

することだと思う。 

 ２、３年で採算ベースは難しいと思うが、

市では採算ベースに向け努力していく。 

4 
 塩崎駅のアンダーガードは、緊急

車両、大型商工車両が通行できるか。  

 普通の緊急車両は通行できます。大型車両

は西側の踏み切りで対応することになる。 

5 

 塩崎駅のソフト面（商店との話し

合いなど）は先に進める方がいいと

思うがどう考えているか。 

 周辺の商店との話し合いなどについては

貴重なご意見として、今後施策に取り入れる

ように働きかけをしていく。 

6 

 竜王駅の大弐像を作るのに参加し

たが、有名な設計家で希望の場所に

建てられないということがあった。

塩崎駅では、後から意見が出た時、

住民の思いが伝わらないような事が

ないように要望する。 

 要望として承る。 
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7 

 竜王駅北口が暗く、危険という声

が多い、明るい駅となるように検討

を。 

 議会としても働きかけをしていく。 

8 

 信玄堤の資料が赤坂タワーの部屋

にあるが、もっとアピールし案内す

べき。 

 学校で施設をどう活用しているか

の調査が先決と思う。 

 市では、信玄堤の現地を見た後、タワーの

上から地形的なことを観察して、展示を見て

勉強する観光ルートを考えている。 

住民が市のことを良く知って郷土愛を深

めていくため、ご意見を参考に働きかけをし

ていく。 

9 

 地域活性化で赤坂トマト、焼酎を

取り上げているが、何が原因で儲か

らないか。またどのような見通しを

持っているのか分からない。市民に

趣旨を説明すれば色々な意見が出る

のではないか。 

 第一の目的が耕作放棄地解消のために、赤

坂トマトが使えるかどうかということで取

り組んでいる。事業展開について市民の皆さ

んに知らしめるよう、市に働きかけをしてい

く。 

10 

地域活性化に向け農業振興、企業

誘致どちらを主体にしようとしてい

るか。 

 企業誘致は、この景気なので非常に困難で

す。農業についても採算ベースにもっていく

のは大変である。どちらも重要と考えてい

る。 

11 

 今、企業は撤退している中で農業

と観光をリンクさせる施策の検討

を。 

 ６次産業化や、桑の実、サクランボ、桃、

昇仙峡ルートなどを併せて進めていくこと

も得策かと思う。 

12 

 甲斐市だけの特産品を農業の学校

とタイアップして出すことの検討

を。 

 農業の学校との連携を行政に提言してい

く。 

13 

 議員の皆さんが考えていることが

一般の人に分かるように、このよう

な会を増やすなど改革して欲しい。 

 ご意見として承る。議会ではインターネッ

ト中継や議会だよりにより広報しているが、

できるだけ機会を増やし認識が一致できる

ようにしていく。 

14 

 クインビーズが今年で終わるが、

市としての企業支援、議会としてど

んな気持ちでしてきたか。 

 市長が会長、議員も全員が会員ということ

で応援している。残したいが現実的には難し

い状況である。 

15 

 子どもを巻き込んで元気になるこ

とを、何か考えているか。 

 学校応援事業、スポ少、小中学生は運動に

関して努力している。新しいものでは、竜王

発祥の「おにごっこ」などあり、個々には子

どもを巻き込んだ元気になる事業は各所で

行われている。 

16 

 議会で森林伐採の質問があった

が、その後の市の動きは。 

 森林伐採は県の許可であり規制条例はな

いため、県に働きかけてもらうアクションを

起こしている。 
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 特記事項 

未回答 事項 

なし 

 

調査・検討 事項 

①耕作放棄地の活用については研究していく。 

②学校で信玄堤やドラゴンパークの展示室をどう活用しているか調査する。 

③赤坂地区活性化事業の事業展開について、市民に知らしめるよう当局へ要請する。 
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